















i回司抜う ri年iド三代記jのほか，A.D. 68 ifにローマ皇帝ネロが没した後，わす、か6カ月の問




は「ネ1I君アウグストゥスのj羽詰IJ後の歴史J(Ab excess'u divi Augr川i)と題されていて，
アウグストゥスの没後 (A.D.14)，第二代テイベリウスから第五代のネロまで， 4皇帝



















[J京文]non Cinnae， non Sullae longa dominatio; et Pompei Crassique potentia 
cito in Caesarem，しepidiatque Antonii arma in Augustum cessere) qui cuncta 
discordiis civilibus fessa nomine principis sub imperium accepit. (A17l1ales， L 1) 
[仏訳]Ni la domination de Cinna ni celle de Sylla ne furent durabies; de meme， la
puissance de Pompee e剖tde CI 
d'AI川1toαinea Augus幻te，qui recueillit le monde， fatigue des discordes civile丸 sousson 。














れています.また lemondeには，分詩句 'fatiguedes discordes civiles'が後ろから説
明1'9に付されていますが，ラテン諸原文でここは，奪絡に置かれたこ詰 discordiis
civilibllsが，中間のはさまれる位世にあり，そこに説明的色彩は見えません 'en
prenant le nom de prince'というジエロンデイフ匂も，原文では奪格に置かれた二誌
のみです (nomineprincipis). このように，タキトゥスは冗没さを徹底して廃するこ
とにより，重厚さにjiちた新しいラテン詩文体の可能性を切り Ij目いたと言えます.こ
れは紀元後 1~2 世紀，ラテン誌の文章誌が口誌からゴJtmw し始めた頃であり，仁i詰ラテ
ン誌はこれ以降，次第にロマンス諸諸への傾斜を見せることになります.
半年ほどの期間でしたが，読者諸兄姉に厚く御礼1:1し上げ、ます.(あきやま・まなぶ)
